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2024～2025 
 
  役 員 
 
 

 

 
3月 

誕生祝い 

会  長   長尾 亘 

副会長   多胡葉子 福田宏子  

書  記    若林成幸  

会  計    小林康男 郡家 学 

会計監査  石田由美子 風早寿郎 

担当主事 橋本 唯 

メネット連絡 小林貴美子 

直前会長  石田由美子  

  

2  福田素子  ⒛ 郡家 学 

27 金岡幸宏  31 金岡和子 

 会員在籍数（A）    17  名 

例会出席総数(B)   16 名 （内ズーム 0 名）  

（内訳）  会員（C）    12 名 

      メネット・アソシエト 2 名（内ズーム 0 名） 

      ゲスト・ビジター  2 名 

      メイクアップ（内数 D） 0 名  

会員出席率 C+D/A   70.5 ％  

例会充足率 B/A      94.1％  

にこにこ献金・ファンド実積 

ニコニコ      0 円 （累計 17,000 円） 

ファンド   

タカラムネ  2000 （累計 20,100 円） 

真菰茶    5500 （累計  4,300 円） 

その他      0 （累計  18,500 円） 

合  計    7500  （累計  59,900 円） 

                          主 題 ・ 標 語 

国際会長(I P) A Shanavaskhan (A・シャナヴァスカーン) (インド)                      

主    題     “Together for a better World”  「より良い世界の為に、共に」 

    スローガン     “Arise and Shine”   「立ち上がろ、そして輝こう」 

アジア太平洋地域会長(AP) Joan Wong(ジョウン・ウォン)(⾹港） 

主   題   “Make a Great Impact“ 「⼤きなインパクトを起こそう」   

   スローガン  “Be Bold and Serve by Faith“ 「⼤胆に、信念をもって奉仕しよう 」 

西日本区理事(RD) 鵜丹谷 剛 （神戸） 

   主   題     つなげよう地域と世界、YMCA と共に  

   スローガン   楽しもうフェローシップをポジティブに      

六甲部長    小野勅紘（西宮） 

   主   題    一人は万人のために、万人は一人の為に 

   スローガン  Y（YMCA）・Y（ユース）・W（ウィン）・W（ウィン）の関係で互いに支援しましょう！ 

宝塚クラブ会長 長尾 亘    

主   題  楽しい例会があって、YMCA・地域活動を大切に！      

 

 
 

２０２5年 ３月 例会 

  日  時 ： ２０２5 年 3 月 12 日（水）１8 時 30 分 

  場  所 ： 宝塚市西公民館ホール 

  会  費 ： 1,500 円 

ドライバー    武田寿子 ・ 岡野泰和          

開会点鐘             会長 長尾 亘 

ワイズソング      全  員 

聖書・祈祷             真藤広子    

ゲスト・ビジター紹介       長尾 亘  会長  

食事・懇親 

卓話   「宝塚西谷こども村」 

         種村 俊昭氏 ・ 仲 清人氏 

             （プロフィールは２ｐに記載） 

各会報告     

ＹＭＣＡ報告 

誕生日のお祝い    長尾 亘 会長 

ニコニコ献金 

閉会点鐘    宝塚クラブ  長尾 亘 会長 

 
 
 
   

西日本区３月強調テーマ ：CS, Menettes 

 地域奉仕は地域に根ざした活動が大切です。CS 事業資金申

請・事業報告・CS 献金に積極的な参加を CS 主任 鳥居 翆 

ワイズ活動に積極的参加でメネットもワイズライフを楽しみましょう 

                      メネット委員会代表 大野智恵 

宝塚ワイズメンズクラブ  ２０２５年 ３月会報  第４３５号 

号 

TAKARAZUKA 

 

HP QRコード 

例会 QR コード 

 

 
1 
        
月 
 
実 
 
績 



 宝塚ワイズ 3 月号 

  

2 

 

仲 清人氏  

「里ゾー夢」家主 

現代アート・コモン誘い人

かな！？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖 句 

 「イエスは弟子たちに言われた。『あなたがたは皆わたしにつまずく…しかし、 

わたしは復活した後、あなたがたより先にガリラヤへ行く」 

               新約聖書・マルコによる福音書１４章２７－２８節 

 

随 想 

過越祭の晩餐を終えてゲツマネの園に向かう途中、主イエスは弟子たちに衝撃的な言葉

を言いました。 

「あなたがたは皆わたしにつまずく」（27 節）。 

 先ほどの晩餐の時は「あなたがたのうちの一人がわたしを裏切る」と言いました。しか

し、今度は「一人」でなく「皆」なのです。ペトロは精一杯、答えました。「たとい、みん

ながつまずいても、わたしはつまずきません」（29 節）。 

気負いです。そして、弟子たちが抱いているものは信仰ではなく、信念です。 

弟子たちは今や、主イエスのことよりも、自分を守ることで精一杯です。 

平穏な時は思ってもみなかった「イエスの弟子」という意識。しかし、彼らは「俺はイ

エスの弟子なんだ、そうなんだ」と自分に言い聞かせています。そうしなければ何かが弾

けてしまうからです。今では、自分が主イエスの弟子であるという自覚だけが頼りでした。 

つまり、弟子としてイエスにつまずくことは絶対にあってはいけないという自覚が、気

負いを生んでしまったのでした。そして、その気負いが彼らをあらぬ方向に向わせました。

もはや、主イエスがどうなっていくのかが問題ではなくなり、「主イエスの苦難時、私は

何をしているのか」が一番の関心事になってしまったのです。 

そんな主イエスは彼らの心中を見て、これ以上言いません。非難もせず、弟子たちの口

走る「私は決してしない」という訴えを無言で聞き続けました。 

実は、主イエスの目は、数時間先に確実に起こる裏切りの出来事を越えてガリラヤで出

会う望みに向いていました。「あなたがたより先にガリラヤへ行く」（28 節）。 

主イエスは弟子の弱さを非難せず、彼らに再会の希望を伝えました。「神の御心に適っ

た悲しみは、…救いに通じる悔い改めを生じさせ」（Ⅰコリ 7 章 10 節）。己の罪に泣く者

を主は見捨てず、「あなたのガリラヤ（生きた現場）で再び会おう」と、先に出かけて行っ

て、まるで今まで何事もなかったかのように、私たちを招いてくださいます。 

                             

日本キリスト教団 宝塚教会 牧師 浦上結慈 

 

 

３月例会 講師のプロフィール 

 

種村 俊昭氏    

一級建築士・工学博士、1977 年大阪市立大学大学院工学研 

究科博士課程修了。2009 年 同博士課程所定単位取得。 

職歴：安藤忠雄建築研究所、日本設計（チーフ・アーキテクト）、 

職業能力開発総合大学校建築システム工学科の建築専攻教授、 

2016 年 4 月から京都美術工芸大学 工芸学部教授、付属図書館 

 館長、建築学科長を経て現職。 滋賀県立安土城考古博物館、 

NHK 大阪放送会館、大阪歴史博物館、また一般住宅の古民家再 

生など数多くの設計に携わる。 

共著書として「住空間計画学」（学芸出版社）ほか。 
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2月第 1例会報告 

2025 年 2 月 1 日(水)、暦の上では春を迎えたものの、第１例会は、雪交じりの寒い日となりました。 

メン 12 名、メネット 2 名、ゲスト 1 名、ビジター1 名の参加で、会場をセミナー室に変更し、若いビジター

の初参加で、落ち着いた雰囲気での例会となりました。 スピーカーは 2015 年、神戸 YMCA の総主事を退

職された、水野雄二氏、現在「神戸命の電話理事長」「PHD」「神戸奴隷福祉事業団理事長」の要職に就いて

おられる。 

 イギリス発祥の「いのちの電話」、日本では「YMCA」がその重責を 1981 年に担い、現在に至る。毎月,1,000

件余りの電話相談を賜り、１時間 20 分余りの相談も稀ではなく、1 日 3 名くらいが自殺志望者。その原因は

健康問題、家庭 DV,離婚、仕事の悩みにあるという。 

  「PHD」(Peace, Health, human Development)運動の提唱者は岩村 昇氏、ネパールの赤ひげと呼ばれ、

インドネシア、ミヤンマー等で口腔ケアー診療の実習に取り組まれた。 日本でも、外国人のための「シエ

ア・ハウス」も設立、職員 5 名で奮闘されている。 

 淀川キリスト教病院、柏木哲夫医師によると、「いのち」は「その存在の意味と価値」、「生命」は「生きる

力」、「いのち」は「生きていく力」に通じ、生命には限界があると、述べられておられる。  神戸聖隷福

祉事業団：阿部志郎氏は、「弱さへの連帯」を掲げられ、「弱い人」にどのように寄り添えられるのかを考慮

して、資金集め等に奔走されておられるとのことです。 

 水野氏のさわやかな口調での、それぞれの働きの説明を受け、『いのち』の大切さを再確認した次第である。 

その後、各会報告、YMCA 報告、6 月の六甲部主催の西日本区大会の説明、毎年恒例の宝塚花組よりの心の

こもったバレンタインチョコが男性メンバーにプレゼントされ、閉会点鐘で第一例会の幕を閉じた。  

                                                        

（福田宏子） 

 

井出浩ワイズ エルマークロウ賞 受賞祝賀会， 

神戸クラブ創立 95周年、神戸メネット会創立 60周年 

 

２月 22 日午後 14 時から 16 時まで、御影にあるガーデン

プレイス 蘇州園で開催された記念祝賀例会に、宝塚クラブ

からは 7 名がお祝いに参加しました。参加人数 67 名、東京

クラブ、中部、京都部、びわこ部、中西部、瀬戸山陰部、な

ど遠方からもワイズの仲間がお祝いに駆け付けてくださり、

小雪の舞う寒い日でしたが、会場は和やかで暖かな雰囲気の

中、司会は長内ご夫妻により進められました。尾上神戸クラ

ブ会長の点鐘によって開会し、鵜丹谷剛西日本区理事のお祝

いご挨拶があり、神戸クラブから、松田道子神戸 YMCA 常

務理事に記念献金が授与され，続いてゲスト紹介が始まりま

した。食前感謝が名田メネットから捧げられ、小野六甲部長

の乾杯により会食が開始されました。デザートのころに井出

浩ワイズ活動の軌跡が、映像で紹介され、改めてエルマーク

ロウ賞にふさわしい数々のご貢献を確認しました。その後、

福島中西部直前部長からお祝いの言葉、花束贈呈が行われま

した。神戸クラブの長年にわたる活躍とご貢献を改めて認識

し、様々な課題を抱えるワイズの活動ですが、もう一度原点

に返り、みんなで力を合わせ YMCA をサポートすることの

大切さを改めて確認しました。井出ワイズから感謝の言葉が

あり、和やかなうちに祝賀会は閉会、心が豊かになる素晴ら

しいお祝いの会に参加できたことを感謝です。 

                   （武田寿子） 
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2月第 2例会議事要旨 

2 月第 2 例会は、2 月 12 日（水）18 時 30 分から、長尾会長、多胡・福田・郡家・石田・金岡・小林・若林各ワイズが出席し

て行われた。議事要旨は下記の通り。 

１． 例会について 

3/12 演題「宝塚西谷こども村」 種村俊昭氏、仲 清人氏、ドライバー：武田・岡野、聖書祈祷：真藤（Zoom使用可） 

   4/9 演題「防災世界こども会議」岡本和子氏（防災世界こども会議創設者、同 2025実行委員長） 

   5/14 卓話候補として Bogdan氏（ウクライナ難民である舞踊家、神戸でバレースクールを開講、若林から打診。 

２． 各会合・催物の確認 

① 2/22（土）神戸クラブ創立 95周年記念例会（井出ワイズ エルマークロウ賞受賞祝賀会） 

     於：御影 蘇州園 参加者：青柳・岡野・武田・多胡・福田・石田・若林  計 7名 

② 2/1～ 西日本区大会（6/14）登録開始（各人が申込用紙に必要事項を記入し長尾会長に提出） 

アソシエイトにも声掛けし、ファンド商品の販売などの仕事を分担してもらう。 

③ 2/1～ アジア太平洋地域大会（8/1～3・熊本市）登録開始。ホテル予約を早めに。 

プログラムへの広告掲載に協力する。1 コマ 5,000円・マーシャル募集中（希望者は会長まで） 

④ 3/7～9 宝塚市国際交流協会 TIFA NGO展 別記 

⑤ 3/15（土）六甲部評議会（2回目）神戸 YMCA+懇親会 6名以上出席義務（Zoom参加可）。 

出席者：長尾・石田・多胡・福田・若林・（未定）⇐協力してください。 

⑥ 3/9（日・午後） 宝塚市防災ウオーク 末広公園で凧挙げ 淸水？・風早？ 

⑦ 3/22（土）西中国部会（岩国市錦帯橋にて）、参加：長尾・石田 

⑧ 4/12（土・午前）六甲部 CS事業 神戸東公園～布引公園の清掃活動（詳細別途） 

⑨ 4/12（土・15時）神戸 YMCA総主事就・退任式（小澤昌甲⇐井上真二）神戸ミカエル教会 有志参加 

⑩ 4/13（日・14時）EMC主査 島田恒氏の出版記念会、芦屋ラポルテホール、後援：芦屋クラブ 

⑪ 4/26（土）神戸ポート主催「チャリテイーコンサート」神戸聖愛教会にて。チケット石田まで。 

⑫ 5/17（土）六甲部 CS事業 講演会 甲南大学 服部 正教授「障がいのある人の創作活動」 

３． NGO展の役割分担 （実施会場：宝塚市国際交流センター３F、宝塚南口駅に隣接） 

3/7（金）13～16 時 展示物の作成と展示 多胡・福田・若林・石原？ 

3/8（土）10～13 時 クラブ活動報告会・真菰茶/アメ販売・接客 石田・金岡・郡家・多胡・長尾 

〃   12～16 時 販売・接客 石田・小林・小林貴・多胡・福田 

3/9（日）10～13 時 販売・接客 石田・金岡 

〃      12～16 時 販売・接客・展示物等の撤収 金岡・長尾・小林 

 

４．次期役員・各事業委員 次期会長の多胡ワイズから提案があり、全員の賛同のもと内定した。 

会長 

副会長 

直前会長 

書記 

会計 

メネット委員 

担当主事 

監査 

多胡 

福田 

長尾 

若林 

小林 

小林貴 

橋本 

長尾・風早 

事業委員会 委員長 委  員 アソシエイト 

Ｙサ・ユース 

ＣＳ・環境 

ＥＭＣ 

国際・交流 

広報・ブリテン 

武田 

金岡 

福田 

岡野 

若林 

青柳・郡家・橋本 

淸水・多胡 

鯖尻・長尾・小林 

石田・真藤 

重松・風早 

石原 

矢部・山田 

 

福田素 

TIFA・NGO 

ジャガイモほか 

市民クリスマス 

小林 

郡家 

若林 

鯖尻・金岡 

多胡 

多胡・長尾・石田・淸水 

 

矢部 

六甲部国際・交流主査 石田 

 

５．第 2例会の運営について 

第 2例会の運営時間帯を従来の〈夜〉から〈昼～夕方〉へ変更することについて賛否が問われた。 

夜間の外出が困難な高齢者に配慮〈昼派〉に対し、就労中の会員や他サークル活動との調整が困難〈夜派・現

状維持〉の意見があり、協議の結果、現状（18時 30分開始）のまま運営することとなった。 次ページへ続く 
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６．次回市民クリスマスについて 

今後の市民クリスマスの運営に関し、先に行ったアンケート結果に基づき、当面する課題（ホール選択・世

話役や来場者の高齢化への配慮・財政力など）を共有。次回コンサートは《12月中旬までの土日昼間・ベガ

ホール》を狙い、3/1 のホール予約（確定）に基づき具体案を検討する、とした。 

７．3月号ブリテンについて 

  若林ワイズの編集案にもとづき、寄稿分担を相談。 

  ・他クラブ訪問記…神戸クラブ 95周年記念⇒青柳叉は武田ワイズ。 

・トピックス…ポップンのコンクール出場⇒世話役 田路さん叉は長尾ワイズ 

・ジャムつくり⇒真藤叉は多胡                   以上 

 

西日本区拡大国際・交流委員会報告 

２０２４－２０２５年度国際・交流拡大事業委員会報告 

 
 ２０２５年２月１日(土)、１５：３０～１７：３０、サンエール鹿児島で表題の委員会に出席しまし
た。主題は「iGo」実現に向けた集中討議」、これは Internship ４ Global Outreach の略で、ワイズ
メンズ国際協会と YMCA が共同で行っている 30 歳までの若年層に短期（３ヶ月以内）のインターン
シップを提供するプログラムです。 
通常の事業委員会(事業主任、直前主任、次期主任の３名構成)の枠を広げ歴代事業主任からの意見やア
イデアを知り国際の新しいプログラムを実現するための下準備第一歩として山田滋己主任の招集があ
りました。 
短期プログラムの STEP は主に異文化体験を中心に若者達に提供されています。2018 年に多胡葉子ワ
イズのマゴメットがデンマーク・ギブクラブ協力のもとに STEP として有意義な時間を過ごしました。 
片や iGo は、若者が将来の職業に繋がっていくキャリアデザインを築き夢の実現への力を得る事を目
的としています。今回の委員会は西日本区が世界の若者を受け入れるには具体的にどの様にインフラ
整備をするかを話し合いました。 
 クリアにしなければいけない問題点はたくさんあります。 
まずビザ関係、日本と殆どの国同士は 90 日以内の滞在であればビザなしで入国出来ますが賃金、手当
などを得る事は法律違反になります。 
その他渡航費の補助の有無、ホームステイ受入れ先探し、そして宗教上の食事制限、 
礼拝場所等、2 時間の会議中次々と課題が出て来ました。 
 
これら 17 項目に関して前田香代子地域書記から国際本部に質問メールを出し 3 月末までに回答を貰う
事になりました。 
成功すれば若者達の将来に新たな挑戦を提供する事になり国際組織としてのワイズメンズクラブにも
大きな意味をもたらすでしょう。 

                      石田 由美子（元交流事業主任） 

 

お知らせ 

3/1ベガホール利用者

抽選会の結果、次回の

市民クリスマスは 12月

13日（土）午後の開催と

決まりました。  若林 
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第２８回西日本区大会 
実行委員会報告 

 

 ２月１７日(月)、１８：３０から神戸 YMCA で開催、いよいよ登録が 2 月 1 日から始まりました。クラブ単
位でいつも通りの登録方法ですので混乱はないと思います。 
 
みなさんは大会当日受け取った袋の中から何を一番先に見ますか？ 
多分殆どの人は大会プログラム小冊子ではないでしょうか？その作成にあたり前回２０１８年と同様宝塚クラ
ブメンバーの重松えみりワイズが大きく貢献する事になりました。見やすく持ちやすく大会イメージをしっか
り表現する大切なツールです。 
掲載内容は毎年殆ど変わりませんが今回は鵜丹谷剛理事のイメージカラーである「ウニヤブルー」を中心に明
るく爽やかでおしゃれな仕上がりを目論んでいます。 
これから神戸市長はじめ YMCA、国際、地域、区のワイズメンズ来賓の方々へメッセージの依頼、出演者紹介
など原稿を集め校正し５月末には完成、となるには多くの「手と目」が必要です。 
宝塚クラブのみなさんのご協力も期待していますのでよろしくお願いします。 
 

実行委員（総務委員会メンバー） 石田 由美子 

 

ファンドのマーマレード作り 

ある日、facebookにメンバーの真藤弘子さん” 我が家の庭に

今年は夏みかんが１５０個取れました。”ジャムにしたり、

近所に配ったりとその処置におおわらわ”との情報。”近かっ

たらみんなでクラブのファンドにマーマレード作りできる

のにね”とコメント欄に。早速に進藤ワイズ送ります。ファ

ンドに役立ててと。送られてきた立派な夏みかん！ クラ

ブの花組のメンバー7人と助っ人の笠井雅子さん（ゆみさん

のフラ仲間）の8人で26日の午後1時から西公民館の調理室

に集まり、マーマレード作りをすることになった。さすが手

慣れた花組の主婦連、手際よく、持ち寄った瓶の消毒、夏み

かんの皮剥き、と黙々と作業を進め、３つの大鍋に刻んだ皮

とみかんを煮込んでいった。4時30分ごろから瓶詰めに入

り、5時過ぎには持ち寄った瓶に詰めが終わった。大小１０

０g～２００gの瓶が５０個と瓶に入りきれなかったマーマ

レードをジップロップに１.２キロ。出来上がったマーマレ

ードをまず作ったメンバーがファンドとしてそれぞれが購

入し持ち帰った。残り少なくなっている瓶詰めマーマレー

ド次回の例会時には完売をと。みなさまご購入どうぞよろ

しく。マーマレードの甘い香りが身体中に、立ち詰めの作業

の疲れも吹っ飛び楽しいファンド作りの午後のひと時でし

た。進藤さんありがとう！また来年よろしく！ 

       多胡葉子 

 

鹿児島クラブだより 

鹿児島クラブ、交流事業委員長の中堀清哲ワイ

ズから宝塚花組のバレンタインチョコレートの

お礼が来ました。石田由美子 

 

「こんにちは。昨日は鹿児島クラブ例会（連休で

変則的に月曜日）で花組の「愛」を会員皆さんに

配りました。皆さん、笑顔になりましたよ。有難

うございました。宝塚クラブの皆様方にもよろ

しくお伝えください。ピンクシャツデーの写真

も添付します。」 

 

 

出版記念講演会と 

ワイズへのお誘い 

「生涯現役が贈る人生の道標」 

日時： 4 月13 日（日）14 時 

会場： ラポルテホール（JR芦屋駅前） 

講演 島田 恒 六甲部EMC 主査 

会費： 3000円   

後援 ワイズメンズクラブ国際協会西日本区 

六甲部 芦屋クラブ 



 宝塚ワイズ 3 月号 

  

7 

 

 
第 4回 全国ミュージックベルコンテスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽ボランティアグループ“ポップンリンガーズ”を
指導しております小寺聡子と申します。 
この度、当日会場にもお越しの若林様よりコンテスト
に出演するにあたり、指導者として大変だったことを
書いて下さいとのご依頼を頂きました。 

大変だったことはいろいろありますが、先ずは今ま
で何十回と演奏してきた“アメイジング・グレイス”を
もう 1 度 1 からしっかり楽譜に沿って練習したことで
す。ポップンのメンバーは 1 つのことを何回も何回も
繰り返し練習することで出来るようになります。 
限られた時間でその反復練習をして楽譜に沿う演奏が 
出来るようにすることが大変でした。 
2 つめは、身体で音を感じ、曲に思いを乗せてベルと
共に心の中で歌うことを何度も伝えました。 
初めは照れてなかなかできなかった感情表現が本番で
は出せたことが今回の受賞に繋がったと思います。 
 
また 3 月からいろいろなところで演奏させて頂きま
す。今回の受賞を糧にして、ポップンらしく練習して
いきたいと思います。今後共よろしくお願い致します。 

最後になりましたが、ポップンリンガーズをいつも
ご支援下さいます長尾様、若林様をはじめとするワイ
ズメンズクラブの皆様にこの場をお借りして感謝申し
上げます。             小寺聡子 

 

コンクールが行われた西脇市のオリナスホールへ 2
時間 35 分もかけても行って良かった「最高の 1 日」
になりました。ポップンの出番は 4 番目でした。し
かし、最高の大きな、そして 1 番長い拍手を感じま
した。表彰の時、久しぶりに興奮しました。銅賞か
ら発表がありました。最悪でも銅賞と思っていたの
ですが、呼ばれない、そして銀賞の発表名前がない
表彰状やトロフィーの授与の時間が永く感じまし
た。次は金賞の発表、その後に教育長賞と特別賞は
あるのですがやはり目標は「金賞」です。自然に祈
っていまし。そして、司会者が「2025 年度金賞はポ
ッ・・」と言った途端に客席中央に座っていた、え
りかさんが立ち上がって気持ちが抑えられなくて興
奮して泣き出しました。僕も感動しました。 長尾 
亘 

本当によかったです。4 時近くになってもう結果
が出てるだろうとソワソワ、LINE を待ってまし
た。その場に居たらえりかさん状態になっていた
かもです。          石田由美子 

 

去る 2 月 23 日（日）午後、西脇市教育委員会主催による第 4 回ミュージックベル・トーンチャイム全国コ

ンテストが西脇市のオリナス・ホールで開催され、中学生以下の部 4 団体と一般の部 8 団体が出場し熱演を

繰り広げた。ポップン・ンリンガーズは一般の部の 4 番目に出演し、歌うように流れる奏法と身体いっぱい

に「アメージング・グレース」の歌心を表現して聴衆を引きつけ、この日一番の拍手を得て、初出場で見事、

金賞を獲得した。社会人チームや高校生クラブのテクニックには目を見張るものがあったが、音楽する喜び

を表現するポップン・スタイルが高い評価につながった。静岡県富士宮市から 3 回目の出場となる「ミュー

ジックサークル Team Class 9」が銀賞、大阪府河内長野市「清教学園ハンドベル部」の高校 2 年生チームが

銅賞と続いた。                               （若林成幸） 

                                                            

若林成幸 
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神戸 YMCA総主事 就退任式  

ご案内 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。 

平素より、神戸 YMCA の諸活動に、ご高配とご指導を賜

り厚く御礼申しあげます。 

さて、このたび本会の 総主事 井上 真二は、今期をもっ

て任期が終了し、2025 年 4 月より小澤 昌甲が総主事に

就任することとなりました。 

前任者に賜りましたご指導を深く感謝申しあげますとと

もに、新任者に対しましてもなお一層のご支援を賜りま

すようお願い申しあげます。 

なお、井上 真二は、引き続き当会顧問として後進の指導

の任に当たりますので併せてご報告申しあげます。 

 敬 具 

 

  
神戸 YMCA 総主事(公益財団法人専務理事 社会福

祉法人理事長 学校法人理事長)の就任、退任式を下

記のごとく催すことになりました。 

ご多用中とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご

臨席を賜りたくご案内申しあげます。 

記 

I.日 時:2025 年 4 月 12 日(土)午後 3 時~4 時 30 分 

I.場 所:日本聖公会神戸聖ミカエル教会 

神戸市中央区下山手通 5-11-1  

電話(078)351-3463 

神戸 YMCA 理事長 中道基夫 

 

 


